
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数
健康運動実践指導 ② 　　　187 人 　　　99人

人 赤十字救急法救急員 ② 26人 18人
人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（平成 28

10 名 9.3 ％

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
・個人面談を実施し、個々の悩みを早期発見、解決する
・欠席が続く生徒については、早い段階での保護者への電話がけを行い協力を仰ぐ
・入学前後でのギャップを埋めるため、入学直前に入学予定者向けと保護者向けに学校生活や実習、就職等の
　説明会を行っている

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有・無
※有の場合、制度内容を記入

日本学生支援機構の奨学金を利用しながら、学費を分納して支払う制度

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象・非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有・無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

平成28年4月1日時点において、在学者151名（平成28年4月1日入学者を含む）
平成29年3月31日時点において、在学者141名（平成29年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更等

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

http://www.sanko.ac.jp/yokohama-sports/course/sports/

■就職率　　　　　　　　　： 100

平成29年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
履歴書指導・面接指導・求人斡旋
■卒業者数 68
■就職希望者数 66

■主な就職先、業界等（平成２８年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
フィットネスクラブ業界を主として、幼児体育・介護予防業界、
サッカー・テニススクール等

（平成28年度卒業者に関する平成29年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す
るか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

： 97
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数 66 人

長期休み

■学年始：4月１日～4月10日
■夏　 季7月21日～8月31日
■冬　 季：12月25日～1月7日
■学年末：3月21日～3月31日

卒業・進級
条件

教育課程の修了や卒業は、所定の課程を修了し試験等に
合格した者について、平素の成績および性行を斟酌して認
める。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 各種ボランティア活動
本人及び保護者との電話連絡ならびに三者面談等を実施し、
常に状況に確認を行う。また、カウンセリングルームを紹介す
るなど、担任のみならず学校に関わる教職員でサポートして
いる。 ■サークル活動： 有

学期制度
■前期：　4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
評価は5点法とする。教科毎に定められた評価方法で評価する
際、100点法で素点を出し、それを20で割り、四捨五入し、5点法に
換算する。その後、授業態度、出席状況を考慮し、1ランクの上下
を認める。

160人 140人 0人 10人 12人 22人

0 116
単位

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 75 94 14 11

認定年月日 平成28年2月19日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養 文化教養専門課程 健康スポーツ科
平成17年文部科学省

告示第176号

学科の目的
本校は、学校教育法に基づきスポーツインストラクター等として、健康スポーツ及びリゾートビジネスに従事しようとする者に必要な知識、技能を教授し明
日の健康産業、リゾート産業及びレジャー産業を担う人材を養成することを目的とする。

03-3814-9641
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人三幸学園 昭和60年3月8日 昼間　一彦
〒113-0033
東京都文京区本郷三丁目23番16号

（電話）

横浜リゾート＆スポーツ
専門学校

平成15年10月28日 矢島　博
〒221-0822
神奈川県神奈川区西神奈川１－１９－２

（電話） 045-317-9535

（別紙様式４）

平成29年10月23日※１
（前回公表年月日：平成28年10月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

http://www.sanko.ac.jp/yokohama-sports/course/sports/


種別
①
③

総合演習ⅠⅡ
職業のやりがいやモチベーションを高めるとともに企画か
ら振り返りまでのサイクルを学ぶことで仕事の進め方の基
礎を学ぶ

株式会社　ルネサンス

総合演習Ⅲ
関連する企業と連携し、学校で習得したことを活かして一
般の方向けに、実際のフィットネスクラブを使用してサービ
スを提供する。

株式会社　ルネサンス

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実務卓越性を目指した教育課程における技能、技術の向上、業界において必要とされる知識、ならびに職業観を育むに
足りる
新技術、知識の習得を目指した職業実践的教育の実施を目的として、スポーツインストラクターが第一線で活躍している
フィットネス
業界と連携し専門的な知識を持ち、実務経験豊富な講師の下、フィットネスクラブを活用した授業を行う。その際、以下の
点を考慮する。

①授業の内容は企業がOJTとして行っている内容を学生用にアレンジしたものとし、即戦力として活躍するために必要な
能力を高めるものとする。

②他科目の学習進度を把握した上で授業を展開し、知識や技術のアウトプットを繰り返し求めることを通じて学習の定着
を促進する。

③個人及び集団としての様々な顧客と関わり、自己の運動指導者としての幅を広げる。

④フィットネスクラブに所属する従業員が果たす社会的役割及び職務内容を理解し、実際の運動指導サービスが従業員
（２）実習・演習等における企業等との連携内容

企業様により、実際の現場で体験講習を実施させていただき業界理解を深めている。
また、海外研修の案内を含めた形で、海外におけるフィットネス事情も講話いただいた。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

（開催日時）
第１回　平成29年10月18日　9：30～11：00

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
教育課程編成委員の方からいただいた意見を担任会議にて共有。周知を図り全体会議にて共有し、日常からの生徒指導に生かす。

三澤　麻衣 横浜リゾート＆スポーツ専門学校　主任

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

第2回　平成30年1月中旬～下旬

斎藤　政臣 横浜リゾート＆スポーツ専門学校　副校長

平成29年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期
園山　忠 有限責任事業組合　オフィス園山　代表 平成29年4月1日～平成31年3月31日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

主に生徒の就職先となる業界を牽引する企業等との連携を通じて必要な情報の把握・分析を行い
実践かつ専門的な職業教育を実施することを目的として、教育課程編成委員会を設置する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
教育課程編成委員会構成員は横浜リゾート＆スポーツ専門学校と企業関係者等の役職員（以下、外部委員）から成るも
のとし
審議を通じて示された企業等の要請その他の情報・意見を十分に活かし、実践的かつ専門的な教育課程の編成過程は
以下の通り。

①　教育課程編成の基本方針案取りまとめ・課題解決に向けた意見集約
企業関係者等の外部委員より、専攻分野に関した動向や新たに必要とする人材スキル等の業界の実情をヒアリングした
上で
委員会で教育課程編成の基本方針を討議し、次年度以降の方針案を取りまとめる。さらに本校の抱える課題をピックアッ
プし
外部委員からの見識のある改善意見も集約する。

②　教育課程編成の科目詳細決め
委員会構成員の中の横浜リゾート＆スポーツ専門学校教員によって、各科目の詳細を決定し、また集約した改善意見も
教育課程に
反映させ、次年度の教育課程の仮案を完成させる。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

清水　忍 株式会社インストラクションズ　代表取締役 平成29年4月1日～平成31年3月31日



種別
関係企業
関係企業
高校関係
地域住民
卒業生

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
URL:http://www.sanko.ac.jp/disclosure/

（８）学校の財務 ●監事監査報告書●資金収支計算書
（９）学校評価 ●自己点検自己評価・学校関係者評価委員報告書
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 ●施設紹介●特別ゼミ●企業・地域コラボレーション
（６）学生の生活支援 ●サポートシステム●学生寮・一人暮らし
（７）学生納付金・修学支援 ●募集学科・学費●学費サポート制度

（２）各学科等の教育 ●三幸学園の教育●学科・専攻紹介●資格・就職
（３）教職員 ●講師紹介
（４）キャリア教育・実践的職業教育 ●インターンシップ●各種ボランティア

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
専門学校における情報提供等への取り組みに関するガイドラインに則って情報提供を実施することで、学校の指導方針
や課題への
対応方策等に対し、教職員・生徒間、学校・家庭間の共通理解が深まり、教育活動の活性化や学校運営の円滑化につな
げること。
また入学希望者やその保護者に対し、進路選択にあたっての有用な情報を提供すると共に、一人ひとりの能力・適性に
あった望ましい進路の実現に資することとする。キャリア教育・職業教育をはじめとした教育活動の状況等について、業界
関係者に情報提供することで、相互の対話が促され実習、就職指導等企業等との連携による活動の充実や、業界等の（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 ●三幸学園について（事業案内、経営理念、歴史）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）　平成２９年7月公表
URL:http://www.sanko.ac.jp/pdf/share/disclosure/measure/sports/yokohama-sports.pdf

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

 太田　亮一 飛鳥未来高等学校　横浜キャンパス　キャンパス長 平成29年4月1日～平成30年3月31日

 森　究 市立金沢高校サッカー・テニス部トレーナー 平成29年4月1日～平成30年3月31日

伊藤　啓司 株式会社ルネサンス　教育研究チーム　課長 平成29年4月1日～平成30年3月31日

 園山　忠 有限責任事業組合　オフィス園山　代表 平成29年4月1日～平成30年3月31日

 山口　智代子 平成29年4月1日～平成30年3月31日

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
学校関係者評価委員会にて頂いた意見を、定期開催の担任会議にて共有し即座に生徒指導に生かせるよう共有。
また年３回行う全職員が集まる全体会議でも内容を共有し統一した生徒指導を行っている。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　平成29年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 （１１）国際交流

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受け入れ募集
（８）財務 （８）財務

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学習成果
（５）学生支援 （５）学生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

②指導力の修得・向上のための研修等

業界のニーズに合わせた人材育成を行うために日頃から教員として意識すること。
またアクティブラーニングを絡めた実践的な研修を実施。（ロールプレイ含む）

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校関係者としてトレーナー業界、フィットネス業界の企業様や卒業生、地域住民の方と共に学校関係者評価委員会を設
置し
当該専門科目における実務に関する知見を活かして、教育目標や教育環境等について評価し、その結果を次年度の教
育活動及び
学校運営改善の参考とする。
学校関係者評価は「私立学校専門学校等評価機構　専門学校等評価基準」の評価項目を使用して実施した。自己点検・
自己評価の結果を基に「専門学校における学校評価ガイドライン」に則り実施することを基本方針とする。また評価結果は（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

株式会社　ルネサンス様をお招きしフィットネス業界についての変動や今後業界で求められている人材についてや、教員
に対し授業力向上に関する研修を実施している。また教員が実践することで理解をより深め、学生に提供できるようなもの
となっている。
②指導力の修得・向上のための研修等
平成２９年３月３０日（木）１４：００～１７：１５
日本の教育評論家である親野 智可等様にお越しいただき担任教員に対し研修を実施いただく。
公立小学校で23年間教師を務めたご経験から、さまざまな生徒指導方法についてアドバイスいただく。
（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

フィットネス業界の方をお招きし、平成３０年３月または８月に全教員に対して実施予定

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
研修についてはフィットネス業界を中心とした現状の把握と今後の業界の変化に対応すべく、可能な限り早期の情報収集
と共有に
向けての研修を目的としている。研修で学んだことを即座に学生教育へ反映し、業界における最新の情報を習得できるカ
リキュラム
編成や学習方法で即戦力として業界において活躍できる人材の育成に努めている。
（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

http://www.sanko.ac.jp/disclosure/
http://www.sanko.ac.jp/pdf/share/disclosure/measure/sports/yokohama-sports.pdf


必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
身体の基礎科
学

運動指導を行う上で、身体の構造と機能
に関する知識は欠かせません。この授業
では、身体運動のしくみと運動による身
体の生理的変化を学習していく。

1
通

70 4 ○ ○ ○

○ 機能解剖学

ヒトの動きを考える時には解剖学的な知
識が欠かせません。この授業では骨格
筋、骨・関節、腱、靭帯の構造と機能に
ついて学習していく。

1
通

70 4 ○ ○ ○

○
スポーツ栄養
学

栄養学の基礎を理解し、運動指導におい
て必要な栄養と食事を理解する。食事の
大切さを知り、その大切さをアドバイス
出来るようにし、自らの食生活を改善出
来るようにする。

1
前

34 2 ○ ○ ○

○
測定評価とプ
ログラミング

運動指導を行う上で、指導対象者の現状
把握は欠かせません。この授業では、主
に体力要素の測定と評価について学習し
ていく。

1
後

36 2 ○ ○ ○

○
運動障害の予
防と応急処置

運動指導を行う上で、行動を促したり、
動機づけするための知識・技術は欠かせ
ません。
この授業では、行動への理論やモデルお
よび技法について学習していく。

1
通

52 3 ○ ○ ○

○
サービス業の
基礎知識

サービスを提供する上で、相手に好印象を与える
ことのできる接客・接遇は欠かせません。
この授業では、立ち居振る舞いや言葉づかい、お
客様対応など、好印象を与えることのできる接
客・接遇の理論を学習していく。

1
前

34 2 ○ ○ ○

○
未来デザイン
プログラムⅠ

「７つの習慣」を基本とし、社会人とし
て成長していく必要不可欠な基本的要素
を学ぶ。

1
通

35 2 ○ ○ ○

○
トレーニング
理論Ⅰ

トレーニングを指導する上で、各種トレーニング
の理論は欠かせません。この授業では、トレーニ
ング目的に応じて合理的・効率的にトレーニング
を進めていくための実践理論について学習してい
く。

1
通

35 2 ○ ○ ○

○
コーチング理
論

運動指導を行う上で、相手の目標達成を支援
するための技術は欠かせません。この授業で
は、顧客の目標達成を実現するためのかかわ
り方について学習していく。

1
後

36 2 ○ ○ ○

○
トレーニング
実践Ⅰ

トレーニングを指導する上で、実技技能（デモン
ストレーション能力）は欠かせません。
この授業では、ストレングストレーニングの正し
い実施方法と正しいトレーニングフォームを学習
していく。

1
通

70 2 ○ ○ ○

○
トレーニング
指導実践Ⅰ

トレーニングを指導する上で、実技技能（デモンストレーション能力）と
知識は欠かせません。
この授業では、他者へ指導してみることで、これまでに学んだ実技技能と
知識の定着を図ると共に、現状の定着状況が明らかになることによって、
何が必要かを自分自身で学習していく。

1
通

70 3 ○ ○ ○

○
運動指導の心
理学

運動指導を行う上で、行動を促したり、動機
づけするための知識・技術は欠かせません。
この授業では、行動への理論やモデルおよび
技法について学習していく。

1
後

36 2 ○ ○ ○

○
コミュニケー
ショントレー
ニング

顧客や職場のスタッフと良好な人間関係を築き業
務を円滑に遂行するためにコミュニケーション技
術は欠かせません。この授業では、コミュニケー
ションの本質を理解し、集団の中で効果的に議論
するための技術を学習していく。

1
通

70 4 ○ ○ ○

○
プレゼンテー
ション

コミュニケーション能力を向上させる。
また、プレゼンにおけるパワーポイント
の作成スキルも学習する。

1
通

35 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要
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○
スイミング実
践Ⅰ

水の特性を理解しながら、水泳の技能を
高めることで、幅広い対象者へ運動指導
ができるようになります。この授業で
は、水の特性と4泳法を学習していく。

1
後

36 1 ○ ○ ○

○
グループエク
ササイズ指導
実践Ⅰ

運動指導を行う上で、集団指導を行うための知識・技術
および楽しさの提供は欠かせません。この授業では集団
指導を行うための知識・技術や楽しく運動するための要
素である、音楽に合わせて行う指導等、グループエクサ
サイズに必要な技術を学習していく。

1
通

106 3 ○ ○ ○

○ サービス接遇
サービス接遇を理解し、相手に対して好
印象を与える立ち居振る舞い、言葉遣い
などを理解し、実践できるようになる。

1
後

36 2 ○ ○ ○

○
グループエク
ササイズ指導
実践Ⅰ

運動指導を行う上で、集団指導を行うための知識・技術
および楽しさの提供は欠かせません。この授業では集団
指導を行うための知識・技術や楽しく運動するための要
素である、音楽に合わせて行う指導等、グループエクサ
サイズに必要な技術を学習していく。

1
後

36 1 ○ ○ ○

○
サッカー実技
Ⅰ

サッカーコーチを目指す上で基礎技術の習得は必
要不可欠である。この授業では基礎技術の確認・
習得を目指す。また、基礎技術を習得していく段
階で、指導する際のポイントを確認する。

1
前

34 1 ○ ○ ○

○
サッカー実技
Ⅱ

サッカーの楽しさを伝えつつ、攻撃と守備、ゲー
ムを支えるテクニックやコーディネーション、
ゴールキーパーの技術といったゲームを作り上げ
ていく上で必要となる基礎的トレーニング方法を
学ぶ。

1
後

36 1 ○ ○ ○

○
サッカー指導
Ⅰ

サッカーコーチとして理想の指導者にな
るべく指導理論を身につけることは重要
なことである。JFAの理念をベースに指導
者としての基本的な考え方・理論を学
ぶ。

1
前

34 1 ○ ○ ○

○
サッカー指導
Ⅱ

U-12年代にとってテクニックを中心に基本を大き
くしていくことは必要不可欠である。ゴールを奪
う楽しさやコールを守る楽しさが伝えられるよ
う、目的を持ったサッカー指導の基礎技術を身に
つける。

1
後

36 1 ○ ○ ○

○ テニス実技Ⅰ
テニスコーチになる為に、各ショットを
構成する局面構造を理解し、戦術を知
る。

1
前

34 1 ○ ○ ○

○ テニス実技Ⅱ

テニスコーチになる為に、実技を行いな
がら、バイオメカニクス・生理学・栄養
学の側面からもテニス技術を理解し習得
をする。

1
後

36 1 ○ ○ ○

○ テニス指導Ⅰ
テニスコーチになる為に、実技を行いな
がら、テニスのルール・技術、マーケ
ティング、安全管理について学ぶ。

1
前

34 1 ○ ○ ○

○ テニス指導Ⅱ
テニスコーチになる為に実技を行いなが
ら、ルール・技術、マーケティング、安
全管理について学ぶ。

1
後

36 1 ○ ○ ○

○
トレンドエク
ササイズⅠ

スポーツに関わる仕事に就く上で、ベーシックな
ものから現在のトレンドまで様々なエクササイズ
を知り、体験することは重要です。この授業で
は、様々なエクササイズの体験を通し、運動指導
の現状を学習していく。

1
前

34 1 ○ ○ ○

○
トレンドエク
ササイズⅡ

スポーツに関わる仕事に就く上で、ベーシックな
ものから現在のトレンドまで様々なエクササイズ
を知り、体験することは重要です。この授業で
は、様々なエクササイズの体験を通し、運動指導
の現状を学習していく。

1
後

36 1 ○ ○ ○

○
スポーツマネ
ジメントⅠ

スポーツが商品として様々な形で消費の
対象となったスポーツ産業をマネジメン
トの観点から学ぶとともに、その産業に
おいてスポーツを消費する人々について
も学ぶ。

1
前

34 2 ○ ○ ○

○
スポーツマネ
ジメントⅡ

スポーツ産業の主要な業態におけるマネ
ジメントの基礎を学ぶとともにビジネス
としてのプロスポーツのマネジメントの
特徴を学ぶ。

1
後

36 2 ○ ○ ○

○
ダイビング実
践Ⅰ

ダイビング基礎としてOWDに関する知識を
習得する事、レクリエーションダイビン
グとしてのAOWを学ぶ事、レスキューダイ
バーとして必要な知識を身につける事。

1
前

34 2 ○ ○ ○



○ 潜水士

ダイビング業界では必須である潜水士国
家試験にむけて潜水の物理学、潜水の知
識、関連法規、高気圧作業安全衛生規則
について学習していく。

1
後

36 2 ○ ○ ○

○
ダイビング用
具の知識

スクーバダイビングを行う上で、様々な
器材が必要です。この授業では、様々な
器材の素材・機能・構造の違いを学び、
お客様に合った適切な器材を説明・紹介
出来る知識を学習していく。

1
前

34 2 ○ ○ ○

○
ダイビング物
理・生理

水中環境を理解し、水中における物質とエネルギーの作
用がダイバーにどのような影響を及ぼすかを学習してい
く。スクーバを使って水の中に潜ると人体がどのように
機能するか、水中環境がもたらす変化に人体がどのよう
に反応するかを学習していく。

1
後

36 2 ○ ○ ○

○
ドルフィンダ
イビング実践

イルカの生態についての基礎知識を得る
こと。
イルカを観察する際に必要な最低限のス
ノーケリングスキル、手順についての知
識、技術を身につける。

1
前

34 1 ○ ○ ○

○
ダイビング実
践Ⅱ

ダイブマスターに向けてダイビング理論
知識を学ぶ

1
後

36 2 ○ ○ ○

○ 水泳

ダイブマスター泳力評価合格の為のト
レーニング
正しい姿勢でのフィンスイムについて学
ぶ
ドルフィンスイムについて学ぶ

1
後

36 1 ○ ○ ○

○ 総合演習Ⅰ

運動指導現場では、様々な現場の状況に応じて、どのように企画立案、集
客を行うことができるか、どのように知識・技術を活用し、提供すること
ができるか、どのように立ち居振る舞うことができるかが求められます。
この授業では、実際に運動指導現場で活動することができるよう、仕事の
進め方の基本、現場で求められる力を学習していく。

1
前

34 2 ○ ○ ○ ○

○ 総合演習Ⅱ

運動指導施設では、専門的な知識・技能だけでなく、自ら考え行動する主
体性、周りと協力しながら仕事を進める協調性・計画性、相手にわかりや
すく様々なことを伝えるコミュニケ―ション能力などが求められます。こ
の授業では、自分たちで研究や企画内容を決定し、それを実践していくこ
とを通じて、運動指導施設で求められる力を身につけていく。

1
後

36 2 ○ ○ ○ ○

○
関連施設実習
Ⅰ

「対人スキル」、「課題発見力」、「課
題解決力」の3要素を身につけることを主
な目的として、スポーツ現場での活動に
取り組みます。

1
後

54 1 ○ ○ ○

○
総合演習Ⅰ
(ダイビング
資格取得者）

ダイビングのやりがいやモチベーション
を高めるとともに、企画から振り返りま
でのサイクルを学ぶ事で仕事の進め方の
基礎を学ぶ。

1
前

34 2 ○ ○ ○

○
総合演習Ⅱ
（ダイビング
資格取得者）

ダイビングのやりがいやモチベーション
を高めるとともに、企画から振り返りま
でのサイクルを学ぶ事で仕事の進め方の
基礎を学ぶ。

1
後

36 2 ○ ○ ○

○
スクーバダイ
ビング実習Ⅰ

資格取得に関わる講習型実習。
1
通

142 4 ○ ○ ○

○
健康づくり施
策と運動の実
際

運動指導を行う上で、わが国の疾病状況や高齢化
の現状に関する理解は欠かせません。
この授業では、現状を踏まえ、身体活動・運動の
必要性とその期待できる効果を学習していく。

2
通

70 4 ○ ○

○
動作分析とプ
ログラミング

運動指導を行う上で、指導対象の動作に着目し、
動作に対して適切なアプローチをすることができ
る知識・技術は欠かせません。この授業では、動
作の見方、動作を踏まえた運動指導法を学習して
いく。

2
前

34 2 ○ ○

○
トレーニング
理論Ⅱ

トレーニングを指導する上で、各種トレーニング
の理論は欠かせません。この授業では、トレーニ
ング目的に応じて合理的・効率的にトレーニング
を進めていくための実践理論について学習してい
く。

2
前

17 1 ○ ○

○
トレーニング
実践Ⅱ

トレーニングを指導する上で、実技技能（デモン
ストレーション能力）は欠かせません。
この授業では、ストレングストレーニングの正し
い実施方法と正しいトレーニングフォームを学習
していく。

2
前

34 1 ○ ○

○
トレーニング
指導実践Ⅱ

トレーニングを指導する上で、実技技能（デモンストレーション能力）と
知識は欠かせません。この授業では、他者へ指導してみることで、これま
でに学んだ実技技能と知識の定着を図ると共に、現状の定着状況が明らか
になることによって、何が必要かを自分自身で学習していく。

2
前

34 3 ○ ○

○
アプリケーショ
ン演習

スポーツ業界においても基本的なパソコン技能は必須で
す。この授業では就職後はもちろん在学中から必要にな
るパソコンの基礎知識・技術を身に付けます。その他に
も現代社会で必要な情報セキュリティや情報モラルにつ
いても学びます。

2
前

34 2 ○ ○



○
未来デザイン
プログラムⅡ

社会で成功する上で、技術だけではなく
心の成長は欠かせない為、この授業で
は、「生きる力」を身につけるために
「心」の部分を学習していく。

2
前

17 1 ○ ○

○
ファンクショナ
ルトレーニン
グ指導実践

ファンクショナルトレーニングは、「アスリート向けのパフォーマンス
アップ」のみを目的としたものではありません。すべての人を対象とした
「ケガをしない身体作り」、「快適な生活を送る」ために行うものでもあ
ります。この授業では、幅広い対象者へ運動指導ができるようになるべく
ファンクショナルトレーニングの理論と実技を学習していく。

2
通

70 2 ○ ○ ○

○
グループエク
ササイズ指導
実践Ⅱ

運動指導を行う上で、集団指導を行うための知識・技術
および楽しさの提供は欠かせません。この授業では集団
指導を行うための知識・技術や楽しく運動するための要
素である、音楽に合わせて行う指導等、グループエクサ
サイズに必要な技術を学習していく。

2
前

34 1 ○ ○ ○

○
スイミング実
践Ⅱ

水の特性を理解しながら、水泳の技能を
高めることで、幅広い対象者へ運動指導
ができるようになります。この授業で
は、水の特性と4泳法を学習していく。

2
前

34 1 ○ ○ ○

○
パートナースト
レッチ実践

運動指導者にとってストレッチングに関する
正しい知識と技能は必要不可欠です。この授
業では、ストレッチング、主に、パートナー
ストレッチングに関する正しい知識と技能を
学習していく。

2
前

34 1 ○ ○ ○

○
コアコンディ
ショニング指
導実践

運動指導をする際に、コア（体幹）へのアプロー
チは欠かせません。この授業では、アスリートの
パフォーマンスアップ、日常生活における不調の
予防や改善、美しい身体作りにつながるコアのコ
ンディショニング法を学習していく。

2
前

34 1 ○ ○ ○

○
機能改善エク
ササイズ指導
実践（水中）

水中運動は関節への負担を減らすことができるため、水中エクササイズを
習得することで、膝や腰、肩などに痛みを抱えた方を含めた、幅広い対象
者へ指導が出来るようになります。この授業では、今ある筋力や機能で、
日常動作をより快適に行うための理論と指導法を学習していく。

2
後

36 1 ○ ○ ○

○
カウンセリン
グ実践

運動指導をする上で、対象者の状態（肉体的、精
神的）に応じることのできる知識・技術は欠かせ
ません。この授業では、体組成測定結果やエネル
ギー収支バランスを活用したカウンセリングを学
習していく。

2
後

36 2 ○ ○ ○

○
シナプソロ
ジー指導実践

『シナプソロジー』は、「２つのことを同時に行う」「左右で違う動きを
する」といった普段慣れない動きで脳を適度に混乱させ、認知機能や運動
機能などを向上させるエクササイズです。この授業では、幅広い対象者へ
指導できるようになるべく、脳の基礎知識や対象者に応じたエクササイズ
の開発・指導法を学習していく。

2
後

36 1 ○ ○ ○

○
トレーニング
実践Ⅲ

ひとりひとりの目的に合わせた、適切な指導を行うため
には、自分自身の筋力を知ることと自分自身の実践経験
が欠かせません。この授業では、実践を中心にストレン
グストレーニングの理解を深め、プログラミングとエク
ササイズ指導を学習していく。

2
後

72 2 ○ ○ ○

○
エアロビクス
実践

安全かつ効果的なエアロビクスを指導する上で、
動作スキルやプログラミングスキル、指導スキル
は欠かせません。この授業では、「明確な動き
方」とプログラミング方法を学習していく。

2
通

158 5 ○ ○ ○

○
ダンス実践
（トレンド）

スタジオプログラムのトレンドは、『プレコリオ』です。多くの企業・団
体が様々なプログラムを開発し、フィットネスクラブ等で行われていま
す。この授業では、豊富にあるプレコリオプログラム、企業・団体を知る
とともに、フィットネスクラブで実施されている様々なプログラムを体験
していく。

2
通

70 2 ○ ○ ○

○
グループエク
ササイズ指導
実践Ⅱ

運動指導を行う上で、集団指導を行うための知識・技術
および楽しさの提供は欠かせません。この授業では集団
指導を行うための知識・技術や楽しく運動するための要
素である、音楽に合わせて行う指導等、グループエクサ
サイズに必要な技術を学習していく。

2
前

17 1 ○ ○ ○

○
スイミング実
践Ⅱ

水の特性を理解しながら、水泳の技能を
高めることで、幅広い対象者へ運動指導
ができるようになります。この授業で
は、水の特性と4泳法を学習していく。

2
前

17 1 ○ ○ ○

○
エアロビクス
指導実践

安全かつ効果的なエアロビクスを指導する上で、
動作スキルやプログラミングスキル、指導スキル
は欠かせません。この授業では、「明確な動き
方」とプログラミング方法を学習していく。

2
後

90 5 ○ ○ ○

○
アクアビクス
実践

安全かつ効果的なアクアプログラムを指導する上
で、動作スキルやプログラミングスキル、指導ス
キルは欠かせません。この授業では、「明確な動
き方」とプログラミング方法を学習していく。

2
通

140 4 ○ ○ ○

○
スイミング指
導実践

水泳を指導する上で、実技技能と知識は欠かせま
せん。この授業では、水慣れから4泳法までの指導
法を学習するとともに、他者へ指導してみること
で、実技技能と知識の定着を図っていく。

2
通

35 2 ○ ○ ○

○
機能改善エク
ササイズ指導
実践（水中）

水中運動は関節への負担を減らすことができるため、水中エクササイズを
習得することで、膝や腰、肩などに痛みを抱えた方を含めた、幅広い対象
者へ指導が出来るようになります。この授業では、今ある筋力や機能で、
日常動作をより快適に行うための理論と指導法を学習していく。

2
後

36 1 ○ ○ ○



○
アクアビクス
指導実践

安全かつ効果的なアクアプログラムを指導する上で、参
加者を洞察することや指導中にコミュニケーションを取
ることは欠かせません。この授業では、「指導の循環
（動きの指示⇒観察⇒修正⇒確認⇒動機づけ）」を用い
た指導の仕方を学習していく。

2
後

72 2 ○ ○ ○

○
高齢者トレー
ニング実践

高齢者にトレーニングを指導する上で、実技技能（デモ
ンストレーション能力）と知識は欠かせません。 この
授業では、高齢者の身体的特徴と運動器の機能向上を理
解したうえで正しいトレーニングフォームと正しい実施
方法を学習していきます。

2
通

72 2 ○ ○ ○

○
福祉レクリ
エーション指
導実践

「福祉レクリエーション」は社会福祉における援助サービスの一環に位置
付けられ、利用者の生活の質を高めるために重要な役割を果たすものであ
る。福祉レクリエーションが「何を目指して行われ、その全体像はどうい
うものか。」を検討し、レクリエーション援助者のあり方を考える。

2
通

70 2 ○ ○ ○

○
社会福祉概
論

「社会福祉」の意義や内容を正しく理解
し、社会福祉の概念と福祉実践の意義を
理解するとともに、社会福祉の理念を学
ぶ。

2
通

70 4 ○ ○ ○

○
福祉スポーツ
業界論

「介護予防」「日常生活支援」の意義や
内容を正しく理解する。

2
前

34 2 ○ ○ ○

○
高齢者トレー
ニング指導実
践

高齢者にトレーニングを指導する上で、実技技能（デモ
ンストレーション能力）と知識は欠かせません。この授
業では他者へ指導することで、これまでに学んだ実技技
能と知識の定着を図ると共に現状の定着状況が明らかに
なることで何が必要かを自分自身で学習していく。

2
通

72 2 ○ ○ ○

○
チャイルドス
ポーツ実践

最低限必要となる安全確保の為の補助法を学
び習得する。自身や仲間との経験を通してで
きない子をできるようにするためのポイント
を抽出し、指導に展開していく視点、力を養
う。

2
通

70 2 ○ ○ ○

○
キッズレクリ
エーション指
導実践

キッズを指導する上で、実技技能（デモンストレーショ
ン能力）と知識は欠かせません。
この授業では、キッズの身体的特徴と運動器の機能向上
を理解したうえで正しいレクリエーション実施方法を学
習していきます。

2
通

70 2 ○ ○ ○

○
スイミング指
導実践

水泳を指導する上で、実技技能と知識は欠かせま
せん。この授業では、水慣れから4泳法までの指導
法を学習するとともに、他者へ指導してみること
で、実技技能と知識の定着を図っていく。

2
通

70 2 ○ ○ ○

○ 発育発達論
小児の発育発達・心理について幅広い知
識を学習する。

2
通

70 4 ○ ○ ○

○
チャイルドス
ポーツ指導実
践

最低限必要となる安全確保の為の補助法
を学び習得する。自身や仲間との経験を
通してできない子をできるようにするた
めのポイントを抽出し、指導に展開して
いく視点、力を養う。

2
後

72 2 ○ ○ ○

○
キッズダンス
実践

キッズにダンスを指導をする上で、実技技能（デ
モンストレーション能力）と知識は欠かせませ
ん。この授業では、キッズの身体的特徴と運動器
の機能向上を理解したうえで正しいダンス指導方
法を学習していきます。

2
後

36 1 ○ ○ ○

○
キッズサッ
カー指導法

U-12年代の子どもたちにとって、サッカーは「遊
び」であり、それは「楽しく」なければならな
い。指導者として、試合の結果ではなく、子ども
たちがプレーを「楽しむ」ために必要な指導法を
学ぶ。

2
通

70 2 ○ ○ ○

○

サッカーの
フィジカルト
レーニング指
導実践

U-12年代におけるフィジカルトレーニングの考え
方を理解し、選手の能力を引き出せる指導ができ
るようになる。また、他の年代における体力の特
徴や必要なトレーニングを理解する。

2
通

70 2 ○ ○ ○

○
スポーツテー
ピング実践

スポーツ現場で頻繁に発生する外傷・障害の対処
にテーピングは欠かせない。この授業では、サッ
カー現場で見られる各部位の外傷・障害に対する
テーピングの理論と巻き方を学習していく。

2
通

70 2 ○ ○ ○

○
サッカー業界
論

サッカー指導者にとって、技術指導だけでなく
サッカーに関わる多くの知識と、サッカー指導者
として必要な情報、業界の現状を知っていること
は重要なことである。日本サッカー界が目指す未
来を理解する。

2
前

34 2 ○ ○ ○

○
サッカークラ
ブのマネジメ
ント

日本のスポーツの基盤は地域スポーツクラブであ
る。その中のサッカークラブ運営に欠かせないマ
ネジメントについて、クラブ設立から運営に関わ
る知識を学ぶ。

2
後

36 2 ○ ○ ○

○ サッカー実践

身につけたコーチングスキルやテクニックを実践
することは重要なことである。実際のスクール生
に対してコーチングを行うことで、個々にあった
指導法を学ぶ。

2
後

54 1 ○ ○ ○



○
テニス指導理
論と実践Ⅰ

テニスコーチになる為に、テニススクールに就職
した際に直面する状況を踏まえ、その対策をする
PLAY+STAYの理解と実践をしていく。

2
通

158 5 ○ ○ ○

○
テニス指導理
論と実践Ⅱ

テニスコーチになる為に、テニススクールに就職
した際に直面する状況を踏まえ、その対策をする
PLAY+STAYの理解と実践をしていく。

2
通

158 5 ○ ○ ○

○ テニス業界論

テニスコーチになる為に、テニスという競技を歴史から
探り、日本テニス界の現状を知り、その社会的環境につ
いて理解する。指導者の現状について知り、ラケットや
ストリングについて知り、実際のプレーにそれがどう影
響するかを知る。

2
後

34 2 ○ ○ ○

○ テニス実践
テニスコーチになる為に、テニススクールに就職
した際に直面する状況を踏まえ、対象者、レベル
に合った指導方法を学ぶ。

2
後

54 1 ○ ○ ○

○
イベントプラ
ンニング

人々とのコミュニケーションの媒体とな
るイベントの理解とイベントに関わり、
イベントをスポーツビジネスに活用でき
る人材としてイベントの企画・立案・実
施を学習していく。

2
通

70 4 ○ ○ ○

○

スポーツマー
ケティング
ケーススタ
ディ

スポーツに関わる消費者・生活者のニーズや欲求
を満たすために意図された活動であるスポーツ
マーケティングについて、スポーツ特有の体感や
感動を扱うスポーツイベントの実例を通して学習
していく。

2
通

70 4 ○ ○ ○

○
スポーツプロ
モーション実
践

スポーツが社会や人々のライフスタイルに寄与する価値
あるものとしてスポーツを普及・促進・発展させていく
ことを意味するスポーツプロモーションについて、生涯
スポーツという観点から日本の各種スポーツ政策・施策
を実例を通して学習していく。

2
通

70 4 ○ ○ ○

○
モチベーショ
ン・マネジメン
ト

本授業では他者のモチベーションコント
ロールにフォーカスをあて、理論とビジ
ネスや学生生活などのシーンでの実践的
活用方法を学ぶ。

2
前

34 2 ○ ○ ○

○
スポーツ業界
論

消費の対象としてスポーツを取り扱うスポーツ産
業をマネジメントの観点から学習するとともに身
近なスポーツの環境としての地域におけるスポー
ツの有り方をマネジメントの観点から学習する。

2
前

34 2 ○ ○ ○

○
スポーツビジ
ネス実践

コース専門科目の学習内容を踏まえて実務的な観点から
スポーツビジネスの総合的な理解を深めていく。また
「スポーツ・フィットネスクラブマネジメント技能検定
３級」「リテールマーケティング（販売士）検定３級」
の内容からで基礎実務を学習していく。

2
後

54 2 ○ ○ ○



○
コミュニティス
ポーツ指導実
践

スポーツ・レクリエーションを通じた住民の社会参加の
機会から地域コミュニティ活性化を促すことを目的とし
て、地域で比較的運動能力を問わず多世代で実施・展開
できるレクリエーションプログラムやニュースポーツの
実践から指導方法までを学ぶ。

2
後

72 2 ○ ○ ○

○
ダイビング特
講

インストラクター試験に向けての知識の
振り返りを行う。

2
通

70 4 ○ ○ ○

○
インストラク
ター特講

PADIダイブマスター PADIオープン
ウォータースクーバインストラクターで
のデモンストレーションスキルを学ぶ。

2
通

70 2 ○ ○ ○

○
水中生物とエ
コロジー

水中世界の生態系について学び、身近な
環境問題を考えるとともに研究発表を行
う。

2
通

70 4 ○ ○ ○

○
ダイビング施
設の運営と管
理

ダイビング施設の運営に関するノウハウ
を学ぶ。

2
通

70 4 ○ ○ ○

○
リスクマネジ
メント

ダイビングに関するリスクマネージメン
トとはなにか？
法律システムについて学ぶ。

2
通

35 2 ○ ○ ○

○ 潜水医学

ダイビング時に発生する潜水障害のつい
て学ぶ。
有効な処置を実施できるように様々な障
害について学ぶ。

2
前

34 2 ○ ○ ○

○ 気象・海洋学
快適なダイビングを実施するために気
象・海洋学について学ぶ。
ダイビングに適した海況について学ぶ。

2
前

34 2 ○ ○ ○

○
ダイビング特
演

インストラクター試験に向けての知識の
振り返りを行う。

2
前

34 2 ○ ○ ○

○
スクーバダイ
ビング実習Ⅱ

資格取得に関わる講習型実習。
2
前

102 3

○
スクーバダイ
ビング実習Ⅲ

資格取得に関わる講習型実習。
2
後

90 3 ○

○
関連施設実
習Ⅱ

授業で得た知識・技術は現場で活用できてこそ意味を持
ちます。授業で得たものを活かしつつ、「対人基礎
力」、「対人自己基礎力」、「対課題基礎力」、「専門
知識・技術」の4項目、10の力を伸ばしていけるようス
ポーツ現場での活動に取り組みます。

2
前

102 3 ○ ○

○ 総合演習Ⅲ

運動指導施設では、指導以外の様々な業務でも活
躍が求められます。この授業では、「自分たちで
運動施設を運営する実習」などを通して、実際の
フィットネスクラブで行われている、企画・準
備・運営について学習していく。

2
通

70 4 ○ ○

　108科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

【履修方法】
●各科目授業内テスト（実技科目の評価方法は実技・筆記テストを原則実施）の
100点満点での素点からの５点法による評定とし、「２」以上でその科目の履修
と見なす。
※履修前期、後期ともある教科についての評定は原則として前期、後期の評価合
計を出し、それを２で割ったものを評定とする（原則四捨五入）。
※上記の方法で評定が「１」となった科目（成績不良科目）は履修と見なさな
い。
※また欠課時数が授業時数の１／３を越えた科目（出席不良科目）も履修と見な
さい。
【進級・卒業要件】
教育課程の修了や卒業は、所定の課程を修了し試験等に合格した者について、平
素の成績および性行を斟酌して認める。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 18週

（留意事項）

合計 5789単位時間(    235単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。


